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 ⽣命の最⼩単位は細胞であり、その根幹は 1 つの細胞が 2 つに分裂することである。この
分裂の過程がうまくいかないと、細胞内の染⾊体数が異常になり細胞が死んだりがん化した
りする。染⾊体は微⼩管から構成される紡錘体によって受動的に分配されるものと考えられ
てきたが、実は染⾊体がその周辺に紡錘体形成を誘導していることが近年明らかとなった。
この観点から私は新しいアフィニティ精製法を開発し、紡錘体形成にかかわりうる 168 の蛋
⽩質を同定した。数分⼦の解析により、多段階による紡錘体形成に必須な新しい分⼦とその
特異的機能を発⾒した。 さらに、染⾊体が紡錘体形成以外にも分裂期の複数の事象を制御し、
⾃らの娘細胞への正確な分配を実⾏していることを明らかにした。 
 本講演では、アフィニティ精製法の開発経緯や、
アフリカツメガエル卵抽出液を⽤いた分⼦機能の
特定法について紹介する。最後に、最近明らかにし
たロスムンド・トムソン症候群の原因蛋⽩質
RECQL4 の分裂期における機能を紹介する。 
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問い合わせ先：理学部⽣物コース 原裕貴（5614） 
⼭⼝⼤学先進科学・イノベーション研究センター内に創設された⽣命分⼦インターネットワーク(IoL)
センターでは、IoL コロキウムを開いています。本コロキウムでは、⽣命活動から分⼦に関する幅広
い分野の第⼀⼈者の先⽣⽅に最先端の研究のお話を提供いただいています。⼭⼝⼤学のすべての⼤学
院学⽣・学部学⽣・教職員の参加を歓迎します。⼊場無料です。	


